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2018年９月のロータリーレートは１ドル＝112円

金沢百万石

2018-19年度RI 会長

バリー・ラシン氏

East Nassauロータリークラブ

バハマ（ニュープロビデンス島）

2018-19年度ガバナー

若林啓介氏（富山RC）

点 鐘

１．国 歌『 君が代 』

２．ロータリーソング

『 手に手つないで 』

３．四つのテスト

４．武藤清秀会長挨拶

５．ゲスト・ビジターのご紹介

(1) ゲスト

〔卓話者〕陶芸家・大学講師 金正逸（キム ジョンイル）様

〔米山奨学生〕李 紅艶（リ コウエン）さん

(2) ビジター 大阪淀川ＲＣ 山口雅弘（やまぐち まさひろ）様

大阪駅上のグランビアホテルで例会をしており、以前に石丸先生に３度ほ

どメーキャップしていただきました。どうぞよろしくお願いいたします。

６．米山奨学生へ奨学金の支給

２週間前の例会は暑かったんですが、最近涼しくなりました。

勉強も続けて頑張ります。他の事も色々乗り越えて成長してい

きたいです。有難うございます。

７．今月の誕生者の紹介

９日 辰巳クミ（たつみ くみ）会員

１８日 仲島康雲（なかしま こううん）会員

《食 事》

８． 幹事報告・委員会報告

〔幹事報告〕東海林也令子副幹事：

①本日例会終了後、「梅の間」において理事会を行います。

②平成３０年７月豪雨被害義援金について、クラブからはニコニコ会計より

４．６万円を支出しました。地区からは６４クラブ合計約２７３万円を日本

赤十字社へ送金したとの報告がありました。

③６月より空席になっていたガバナーノミニーについて高岡北ＲＣ 八塚昌

俊（やつづか まさとし）会員を全員一致で指名することに決定しました、
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との候補の告知がありまし た。

〔委員会報告〕

谷会員：職業奉仕より報告いたします。9/9（日）14時～地場産センター新館で本

田博己氏のセミナーと委員会が行われました。少し難しい内容もありましたが、ク

ラブでも勉強会を行ないたいと思いますので、理事会で決めていただければと思い

ます。

９．ニコニコＢＯＸ紹介 \6,000- 本年度\80,000- 残高\4,177,029-

武藤清秀会長：皆さん今晩は。炉辺会合はいかがでしたでしょうか。大阪淀川

ＲＣの山口様、李紅艶さんいらっしゃいませ。金正逸さん、卓話よろしくお願

いします。

石丸幹夫会員：大阪淀川ＲＣ山口様をお迎えして。メイクアップでお会いした

事があります。

江守巧・道子会員：金先生、本日は韓国美術について興味深いお話を楽しみに

しています。

１０． 卓 話

金正逸（キム ジョンイル）氏 「韓国美術の新たな見方について」

紹介者：江守道子会員 今日は陶芸家はじめ、金沢大学・金沢医科大学等で講

師もなさっている金先生をご紹介します。金先生とは今から１７～８年前ぐら

いにご縁で知り合って、

先生に韓国語を習っています。先生は素晴らしいのですが、私達夫婦はなかな

か上手くならんくてやっとなんとかやっています。しかし韓国語だけでなく、韓国の歴史

や文化など総合的に学んでいるので少しだけ韓国の事がわかったのかなぁと思って感謝し

ています。

今日は韓国美術ということで、とても興味深いお話が聞けると思います。よろしくお願い

します。

■履歴

1965年韓国の釜山に生まれて1995年に渡日、金沢美術工芸大学大学院に

て修士と博士課程修了して同年博士号(芸術)を授与する。現在はオ－プ

ンアトリエ・金陶房を自営しながら金沢美大で韓国美術史、金沢医科大

学で韓国社会、金沢大学で韓国語の非常勤講師を務めている。

■作家略歴

第40回朝日陶芸展40回記念特別賞受賞/INAXギャラリ－2にて個展（京

橋）/やきもの新感覚シリ－ズ・世界のタイル博物館にて個展（常滑）

/第42回北陸中日美術展FM石川賞受賞/第2回キリンア－トコンクル大賞

/白山市市立図書館前に作品設置/21世紀美術館1周年記念珪藻土ア－ト

プロジェクトに参加/第4回ユモ－ア陶彫展金賞受賞/石川の現代工芸展大賞受賞/第71回現

代美術展北国賞受賞/ホテルグランビナリオKOMATSUにて作品設置

n著書

「もの作りと思想」2002年出版

■卓話概略

韓国の歴史と様々な文化の中に潜んでいる韓国美術の知

らない一面を写真資料を見せながら説明します。短い時

間でありながら人文学を楽しむ時間になれればと思いま

す。
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１１．質疑応答 １２．謝辞・ 謝礼 点 鐘

パストガバナーからの手紙 360回2018.9.20 炭谷 亮一

生命４０億年の謎 その３ DNAとたんぱく質の起源

そもそも生命とはいったい何なのだろう。生命の定義には諸説あるが、「代謝する」「自己増殖す

る」の二つの条件を満たせば生命だとする説が多数派となっている。

代謝を多く担当するのがタンパク質、自己増殖を担当するのがＤＮＡだ。そしてＤＮＡとタンパク質の

仲介役がＲＮＡである。ＤＮＡは、４つの塩基が連なった２重らせん構造で、塩基の組み合わせが情報

となり、髪の色や目鼻の形、体質などを決定している。まさに「生命の設計図」だ。人間の体は約６０

兆個の細胞でできているが、そのすべての細胞核の中に存在するから、私達は一人ずつ６０兆個のＤＮ

Ａを持っている。

タンパク質は、ＤＮＡが入っている細胞そのものをつくっている。人体の構成成分で、水分に次いでも

っとも多く、古い細胞を新しくしたり、体を動かすエネルギー源となったり、あらゆる生命活動の要と

なっている。

ＤＮＡの遺伝情報を読み取って、タンパク質をつくる為にアミノ酸を集めるのがＲＮＡだ。ＤＮＡに似

ているが、２重らせん構造になっているＤＮＡと違って、１本で存在している。

地球上の生物は、すべてこのタンパク質とＤＮＡ、ＲＮＡのシステムによって生命活動を行っている。

その為、私たち人類も含めたすべての生物は、共通の祖先から発生して多様化したと考えられる。

ＤＮＡ、ＲＮＡそしてタンパク質は、相互に作用しあって、代謝や自己増殖ができる様になっている。

しかし最初の生命はこのような複雑なシステムはもっておらず、代謝も自己増殖も、単独で行われてい

たと考えられている。

ＤＮＡがないと自己増殖できないタンパク質、ＲＮＡがないと遺伝情報を使うことができないＤＮＡ、

代謝や自己増殖の媒介とし働くＲＮＡ。いったいどれが生命誕生のきっかけをつくりだしたのか？

さまざまな起源説があるが、２０１５年東北大学の古川助教らの研究チームが、実験によって隕石衝突

を再現した。４０億年前の地球の海水に含まれていた成分を入れた容器に、鉄とニッケルを含む隕石を

模した弾丸を、時速３６００㎞で撃ち込んだ。するとタンパク質を構成する９種類のアミノ酸と、ＤＮ

Ａを構成する塩基のウラミルが生成されたとの報告があった。ＤＮＡの材料である塩基が隕石に含まれ

て地球上に降ってきたという説が有力となってきた。事実、ＤＮＡを構成する塩基の一種が、隕石から

発見されている。隕石

の衝突によって塩基がつくられた可能性が高まってきた。
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季節の花

木槿

むくげ

韓国の国花で

無窮花（ムグンファ）

2018～19理事役員名

役員（8名）

会長 武藤清秀 会長ｴﾚｸﾄ 大路孝之 副会長 江守道子 幹事 井上正雄

副幹事 東海林也令子 会計 西村邦雄 S.A.A. 助田忠弘 直前会長 上杉輝子

理事（14名）

常任理事： 石丸幹夫 吉田昭生理事会オブザーバー・アドバイザー：パストガバナー 炭谷亮一地区パスト

幹事 岩倉舟伊智

例会場 ホテル日航金沢5F〒920-0853金沢市本町2-15-1 T076-234-11111 例会日時 木曜日19：00

事務室 ライブ１ビル2F〒920-0852金沢市此花町3-2 T076-262-2211 F076-262-2241

E-mail khrc@quartz.ocn.ne.jp ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞURL http://100rc.jp/

事務局執務時間 月火水金10：00～15：00 休憩時間12：00～13：00 休日（土日祝日)

事務局員 西村有里 幹事 井上正雄

クラブ例会予定
9/20 劉園英氏

：北陸大学薬学部教授
9/27 炉辺会合報告会
10/4 石川憲一氏

：金沢工大顧問名誉教授
10/11 山下智茂氏

：稲置学園顧問
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